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後期半年報の集計がまとまりました。



―東日本区1,000名に向けて
今年度の後期半年報の集計がまとまりました。東日本区全体では会員数968名で、今年度前期（2014年7月1日付）に比べて14名のプラスとなりました。
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この半年間で44名の新入会員がありましたが、退会者が30名あり、14名のプラスに留まりました。6名の退会者があったクラブ、3名の入会者があったが3名の退会者があったクラブもありました。（半年報の詳細版を巻末に添付いたしました。）
退会の理由には逝去、高齢、転勤等やむを得ないものもありますが、クラブの一層の工夫・努力、退会したい理由への対応等で避けることもできたケースもあると思われます。折角入会したのに退会となってしまうのは、クラブにとっても本人にとっても大きな損失です。
例会を参加型の楽しい例会にすること、CS/Yサ事業を活発なものにすること、クラブの中で「お客さん」を作らず、全員にやりがいのある役職に就いていただくこと、また、入会前のオリエンテーションを充実させることなどは退会を防ぐ有力な方策と思います。
東日本区が財政的にも安定した運営を行えるには会員数1,000名が必須です。新クラブの設立（宮城県・石巻地区で新クラブ設立準備委員会が発足の運びとなったことは喜ばしい限りです）、新入会員獲得（今年度前期は17クラブで新入会員が得られましたが、残りの45クラブも奮起されることに期待します）、そして退会者ゼロを目指した取り組みで早期の東日本区1,000名を達成したいと思います。ご協力をよろしくお願いいたします。

後期区費、各種献金の送付の締め切りは2月15日です。

後期区費および各種献金の納付の締め切りは、2月15日（日）です。期限を守っていただきます様、どうぞよろしくお願いいたします。

各クラブ会長には1月30日に東日本区事務所から区費の請求書と各種献金の目標額の参考資料を郵送いたしました。
＜注意事項＞

区費
· 一般会員（含む広義、功労会員）7.500円、担当主事2,000円で、後期半年報で各クラブから報告されている「ヤングメンバー」への区費補助金を相殺して請求しています。
各種献金

· 東日本区表彰（達成賞）を受けるための目標額を記載しています。基準メンバー数は前期半年報（2014年7月1日付）の人数で、この会員数には広義、功労会員は含まれず、担当主事は含まれます。
· CSのお年玉年賀切手シートは現物を別途お送りいただくか、現金化してCS献金額に加えてください。また、100シート以上拠出された方がいる場合は氏名と枚数を東日本区事務所にご連絡ください。
· BF使用済み切手の送付締め切りも2月15日です。詳しくは当東日本区ニュースP6の「国際・交流事業ニュース」をご覧ください。
· EF、JEF、YES献金は個人献金も歓迎いたします。各クラブ会長の皆さまはメンバーに呼び掛けてください。

· 東日本大震災支援募金へのご協力もよろしくお願いいたします。
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第18回東日本区大会の登録が始まります。
第18回東日本区大会（厚木）の登録受け付けが間もなく始まります。皆さまのお手元に案内書、登録申込書等が到着するころと思います。東日本区の会員の皆様には全員に、西日本区の皆さまには区役員とクラブ会長の皆さまに、それぞれ自宅宛にお送りいたしました。2月10日を過ぎても届かない場合や追加送付をご希望の方は、東日本区事務所までご連絡ください。登録受付期間は2月16日（月）～4月15日（水）です。多数のご参加を期待しています。


地域奉仕事業主任から
地域奉仕事業主任　山本剛史郎
【東山荘創立100周年記念第2次募金へのご協力をお願いいたします。】
1915年、学生YMCAの常設夏季学校施設としてスタートし、日本におけるYMCA運動の心の故郷とも称される静岡県・御殿場の日本YMCA同盟国際青少年センター「東山荘」が本年、創立100周年を迎えます。
子どもたちのキャンプ、様々なYMCAプログラムの開催場所であり、ワイズメンズクラブにおいても過去6回の日本区・東日本区大会の会場であり、東日本区次期クラブ会長研修会でも利用するなどなじみ深い場所でもあります。また、東日本大震災のる被災地からの避難者の受け入れ、被災ファミリーや現地で活動に当たるボランティアスタッフに対する心のケアープログラムやキャンプを行うなど、今もなお、そしてこれからも東山荘が持つ意味と意義がより一層強まっています。

現在、100周年記念事業のグランドデザインをリニューアルし、第2次グランドデザインとして本館の新築を中心とする計画があります。これは、近隣地域の方々の避難所としても東山荘が用いられることを含めた、耐震防災を強固にする安心安全の考えの下に進められるものです。総予算は6億8千万円ですが、資金的には決して十分とは言えず、100周年第2次募金として1億円を各方面にお願いしています。ワイズメンズクラブ東日本区はYMCAを支える団体としてぜひともこの100周年記念事業への募金に協力していきたいと思います。第1次募金にご協力いただいた方々も含め、東日本区の各部、各クラブ、各メンバーの皆さまのご協力をぜひともお願いいたします。追って募金のチラシをお送りいたします。

【スポーツ大会を通じた地域奉仕活動】
近年、ブリテンは電子メールで送られることが多く、以前のように郵便配達による紙媒体で来ることが少なくなりました。以前、私が初めて川越クラブの会長を務めた時、毎日3通ほど、多い時で10通もブリテンが送られてきたことが思い出されます。どちらにも利点があり、どちらが良いということは言えないと思いますが、やはり手間やコストを考えると電子メール、またはホームページに掲載するといった電子媒体が主流になっているようです。どちらにしてもブリテンはそれぞれのクラブの活動を知る上で大切なものですので、発行は必ず行ってください。

さて、今回はそのようなブリテンから各クラブの活動をいくつか紹介したいと思います。まず、多くのクラブで行っている地域奉仕事業としてあげられるのは、チャリティーラン、チャリティーゴルフ、サッカー、ドッジボールなどのスポーツ大会です。北海道においては昨年9月7日（日）に全道サッカー大会が、札幌市、農試公園で行われました。この大会においてワイズメンズクラブによって子どもにはスポーツドリンク、大人にはコーヒーの提供が行われたとの報告がされています。また盛岡YMCAも昨年11月3日の文化の日に盛岡YMCAサッカーチャレンジカップが行われました。これは雨の中の決勝戦となり田んぼ状態のグランドで小学生、中学生が最後まで戦いました。表彰とメダル授与のために最後まで残っていたワイズメン、本当にお疲れ様でした。
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11月22日、23日には東北学院大学泉キャンパスにおいて仙台YMCAとワイズメンズクラブによる被災地小学生サッカー交流&ユースリーダーズアクトが行われました。これは東日本大震災で被災した小学生62名を招待し、仙台YMCAのサッカー教室に通う子どもたちとの交流サッカー大会とともに、「大津波～こどもたちの生活」をテーマの講話、グループに分かれて「自分たちで考える防災・力」をテーマにワークショップが行われました。これには盛岡YMCA、とちぎYMCA、仙台YMCAから8名のユースボランティアリーダー、ワイズメンズクラブのメンバー27名がチームサポーターとして参加しました。
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入会者 退会者 差引人数

北海道部 52 48 2 1 49 1

北東部 132 131 4 4 131 0

関東東部 127 121 25 5 141 20

東新部 129 126 3 6 123 -3

あずさ部 187 182 7 1 188 6

湘南・沖縄部 141 142 0 8 134 -8

富士山部 209 204 3 5 202 -2

合計 977 954 44 30 968 14

2014.1.1 2014.7.1

2015.1.1

また、熱海クラブ、伊東クラブはそれぞれ、11月15日にドッジボール大会を行っています。熱海ワイズメンズクラブでは第9回熱海会長杯争奪ドッジボール大会が南熱海マリンホールにおいて開催しました。小学生の低学年22チーム、高学年21チーム合わせて43チーム、参加選手504名という大規模の大会になりました。今回で9回継続されてきたこともさることながら、過去最大の大人数の大会を仕切る事務処理能力は特筆すべきものがあります。この大会については熱海クラブのブリテン2014年12月号(Vol.594)に詳しく掲載されています。これは熱海クラブのウェブサイトで見ることができますので興味のある方はご覧ください。特に「第9回 ドッジボール大会カレー秘話」はその苦労がわかり、一読の価値があります。
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同日、伊東クラブにおいては、第13回ワイズ杯ドッジボール大会を伊東市民体育センター、伊東市立南小学校に開催しました。こちらも36チーム、参加選手480名という大規模の大会になりました。こちらもワイズメンズクラブのメンバーが一致協力して、運営、食事の準備と長年行ってきた経験と知識でスムーズに行うことができました。写真に載っていますが、閉会式では伊東クラブのパーカーを着て表彰を行い、長年続けていることと合わせてワイズメンズクラブの良いアピールになったと思います。これからも続けていただきたい大切な地域奉仕事業の一つだと思います。

東日本区ニュース12月号でお願いした、地域奉仕事業アンケートの提出をお願いいたします。このアンケートをまとめて、各クラブの地域奉仕事業をみなさんに紹介していきたいと思います。できるだけ早くお送りいただきますようお願いいたします。



EMC事業通信
会員増強事業主任　涌澤　博
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【石巻地区新クラブ設立準備委員会発足】

東日本大震災で甚大な被害を受けた宮城県石巻市には、全国のYMCAおよびワイズメンズが「何かお役に立ちたい」との一心で、2011年10月に地元関係者の温かいご理解を得て、YMCA石巻支援センターが立ち上がりました。支援センターでは全国から多くのボランティアを受け入れ、被災地支援活動を行って参りました。もちろん全国のワイズ、YMCAのボランティアも支援に携わっていただき活動を行ってきましたが、まだまだ復興途上であるこの地にYMCA、ワイズが果たすべき役割は今も多く残っています。

そのような中、昨年8月、石巻支援センターにてワイズメンバー（発起人）と、地元有志が初めての顔合わせ交流会を開催し、これまで月1回の有志交流会を行って参りました。交流会ではYMCAとは何か、ワイズとは・・・から始まり、これまで設立準備に向けて趣意書の作成、会則の検討、チャーターメンバー候補などが話し合われて来ました。通算5回の交流会を開催し、このたび石巻地区新クラブ設立準備委員会が発足する運びとなりました。これからはクラブ名称、委員会構成、行動計画の段階に入り、より具体的なクラブ作りの準備が行われて行く予定です。

東日本区EMC委員会では新クラブ設立に向け、設立準備の支援を行って行きますが、広く会員の皆様にもご協力いただければと思います。下記に記載したとおり、皆さまからのご支援、ご協力をお願いします。

1. 新クラブメンバーの紹介依頼
石巻地区周辺で、友人、知人、親戚、ご兄弟、仕事関係などメンバーに相応しい方が居られれば、ぜひご紹介下さい。

2. YES献金の協力依頼

YES献金はエクステンション活動支援金として、交通費や会場費等クラブ新設活動に関わる費用の支援を行います。YES献金を通じ会員個人が新クラブ設立への支援に貢献できますので皆様のご支援をお願いします。
「ワイズメンズクラブ入会のお勧め」（入会リーフレット）の改訂版ができました。
入会候補者やクラブでのCS活動の折に配布することを目的とした「ワイズメンズクラブ入会のお勧め」の改訂版が完成しました。クラブ数、メンバー数等を最新の情報に改訂し、一部の写真を入れ替えました。

東日本区ウェブサイトhttp://ys-east.jimdo.comの「書式」のページの「入会案内　A4両面印刷三つ折」からWORD形式でダウンロードできます。地図の下の「問い合わせ先」にはクラブの連絡先を追記してください。また、写真や説明文を各クラブの活動情況に応じたものに差し替えいただくことも歓迎いたします。どうぞご活用ください。


国際・交流事業ニュース

国際・交流事業主任　利根川恵子
【強調月間：TOFについて】 
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北海道部 あずさ部

札幌

12 12 11 10 1 1 10 0

*甲府

39 38 39 39 0 1 38 ▲ 1

北見

14 14 14 14 0 0 14 0

東京山手

18 18 18 18 1 0 19 1

十勝

15 15 15 14 0 0 14 0

東京西

18 17 17 17 0 0 17 0

札幌北

13 11 12 10 1 0 11 1

東京武蔵野多摩

12 10 11 11 0 0 11 0

クラブ数：

4 54 52 52 48 2 1 49 1

*松本

15 14 14 12 0 0 12 0

北東部

 

 

東京サンライズ

15 15 16 19 1 0 20 1

仙台

21 21 20 21 1 0 22 1

*甲府２１

19 16 17 16 3 0 19 3

前橋

9 9 9 9 0 0 9 0

 

東京八王子

21 23 21 20 0 0 20 0

宇都宮

35 34 33 32 3 3 32 0

東京たんぽぽ

8 8 8 7 0 0 7 0

仙台青葉城

13 13 13 14 0 0 14 0

富士五湖

13 14 14 14 0 0 14 0

足利

8 8 8 7 0 0 7 0

*

会津

5 5 5 5 0 0 5 0

宇都宮東

8 8 8 8 0 0 8 0

*長野

10 9 9 9 2 0 11 2

那須

6 6 6 6 0 0 6 0

クラブ数：

11 194 184 187 182 7 1 188 6

もりおか

12 13 12 11 0 1 10 ▲ 1

湘南・沖縄部

 

 

仙台広瀬川

14 15 18 18 0 0 18 0

横浜

18 18 19 19 0 0 19 0

クラブ数：

10 131 132 132 131 4 4 131 0

沖縄那覇

11 11 11 10 0 1 9 ▲ 1

関東東部

 

鎌倉

4 6 6 6 0 0 6 0

東京江東

32 31 31 27 0 0 27 0

横浜とつか

12 12 12 12 0 0 12 0

千葉

15 13 13 13 0 1 12 ▲ 1

厚木

18 18 18 18 0 0 18 0

東京グリーン

20 21 20 19 0 0 19 0

金沢八景

16 14 16 19 0 0 19 0

横浜つづき

20 20 20 18 0 1 17 ▲ 1

*沖縄

66 40 39 40 0 6 34 ▲ 6

埼玉

8 7 7 6 0 0 6 0

東京北

10 8 8 8 4 0 12 4

所沢

12 10 11 12 1 0 13 1

クラブ数：

8 180 139 141 142 0 8 134 ▲ 8

東京ひがし

11 11 11 12 0 0 12 0

富士山部

 

 

川越

12 12 12 12 0 1 11 ▲ 1 *

熱海

46 45 44 42 2 1 43 1

茨城

13 13 14 12 2 1 13 1 *

沼津

20 20 19 19 0 0 19 0

東京ベイサイド － － － －

18 2 16 16

クラブ数：

10 134 126 127 121 25 5 141 20

東新部

 

  *

伊東

29 26 27 28 0 2 26 ▲ 2

東京

34 34 34 32 0 0 32 0 *

三島

15 15 16 16 0 1 15 ▲ 1

東京むかで

16 16 16

16 1 1 16 0 *

下田

14 10 11 11 0 0 11 0

東京世田谷

14 14 11

12 1 1 12 0 *

熱海グローリー

29 30 29 25 0 0 25 0

東京目黒

7 7 7

7 0 0 7 0 *

御殿場

22 22 23 24 0 1 23 ▲ 1

東京まちだ

8 8 8

7 0 0 7 0 *

富士

21 20 20 19 1 0 20 1

東京コスモス

14 14 13 12 1 1

12 0

富士宮

21 19 20 20 0 0 20 0

東京センテニアル

13 11 11

10 0 2 8 ▲ 2

クラブ数：

9 222 207 209 204 3 5 202 ▲ 2

信越妙高

6 6 6 7 0 0 7 0

東京銀座

15 14 11 11 0 0 11 0 2013 2013 2014 2014

東京白金高輪

11 12 12 12 0 1 11 ▲ 1 1

・

1 7

・

1 1

・

1 7

・

1

入会 退会 差引

クラブ数：

10 138 136 129 126 3 6 123 ▲ 3

総クラブ数

65 62 62 61 1

   

総会員数

1,053 976 977 954 44 30 968 14

＊印のクラブは、担当主事がいないか、または在籍していても

　複数クラブ担当のため、当該クラブの人数には含めません。
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2月はTOFつまりTime of Fast（断食の時）の月です。TOFとは、例会の食事を抜き、その分の金額を献金し、世界の飢餓に苦しむ人々を支援しようとする奉仕活動です。実際には飢餓に限らず、途上国の人々の生活改善のための様々な事業に対し、主催のYMCAが世界YMCA同盟を通じて給付を申請します。これをTOF評価・選定委員会が審議して、国際議会で支援先、給付額を決定します。1972年のTOF開始以来、累計献金額は600万ドルに達しており、現在は、今年度に支援が決定した6つの事業を含む、27事業が16か国で実施されています。なお、今年度の6事業については、概要が東日本区ニュース第４号に紹介されており、また、詳細は当東日本区ニュースに同封して各クラブ会長に郵送いたしますのでぜひご覧ください。

ワイズ運動の素晴らしさは、居ながらにして国際的な奉仕活動ができることで、TOF献金もその一つです。締切日が2月15日に迫っておりますので、是非この機会に、献金により、世界のどこかで苦しむ人々の痛みを分かち合うことに、「誇りと喜びをもって」ご参加ください。今年度の達成目標はメンバー一人当たり1,300円となっています。

さらに、TOF事業の現場で2-3週間ボランティアをしながら、TOF献金の意義や成果を見届ける機会を「STEP For ALL」という新しいプロジェクトが提供します。経費は基本的に参加者負担ですが、BF基金から旅費の一部を補助する制度もあります。興味のある方はご連絡ください。

【BF使用済み切手の送付手順】
TOF、RBM、YES、BF(現金)、CS、ASF、FF、等の他の献金と同じくBF使用済み切手の送付期限も2月15日です。念のために送付手順をご案内いたします。
1． 使用済み切手は、切手の回りを5mm程の余白をつけて切り取ってください

2． 国内切手と外国切手に分別（厳守）してください。分け方はそれだけです。大きさや、記念・通常の種別で分けないでください。

3． 「使用済み切手納品書・買受金額通知書」2枚（国際・交流事業主任宛て、担当者宛て）の表裏両面の*欄にそれぞれ必要事項を記入し、送付使用済み切手に同封してください。

送付先：〒156-0045　東京都世田谷区桜上水5-11-8　　(有）フクオ　Ｙ’s係
4． 送付については、その量により、郵便小包または宅急便を適宜使って下さい。


ユース事業通信
ユース事業主任　衣笠輝夫

【アジア地域ユースコンボケーション参加者推薦のお願い（再）】
１月の東日本区ニュースでもご案内致しましたアジア地域ユースコンボケーション。多くの若者に、広く世界を知り、考え、成長するチャンスとなるように、また、ワイズ/YMCAをより理解してもらうために、可能な限り多くのユースの参加を願っており、そのため各部、各クラブから参加ユースの推薦をお願いしています。
東日本区からのユース参加者数の目標は20名です。現在、数名の推薦を頂いていますが、まだまだ余裕があります。各YMCAとも相談し、ぜひユースの推薦をお願いいたします。
· 開催日程：2015年7月29日（水）～8月2日（日）

· 開催場所：あうる京北（京都府立ゼミナールハウス）

· 募集人数：100名（海外、西日本区を含む）

· 登録費：27,000円

· 補助金：東日本区からの20,000円／人を一律補助します。クラブ、部においても補助頂けるようご配慮下さい。

· 推薦締切：2015年3月20日（金）までに登録申込書（本人記入）および推薦書（各クラブ会長記入）を各クラブ会長から部長または部ユース事業主査経由で東日本区事務所にFAXまたはメールしてください。
【ユースボランティア・リーダーズフォーラム報告書】
昨年9月に開催いたしました第27回ユースボランティア・リーダーズフォーラムの報告書ができましたので、各クラブ会長の皆さまにこの東日本区ニュースに同封して郵送いたします。東日本区の各YMCAにも送付いたします。
ユースボランティア・リーダーズフォーラムは各クラブの皆さまからの支援金によって開催されています。改めて、各クラブの皆さまのご支援に感謝申しあげます。


東日本大震災支援対策本部から
東日本大震災支援対策本部長／理事　田中博之
各クラブで継続して被災者支援、復興支援に取り組まれていることに敬意を表します。各クラブ等から寄せられました最近の支援活動をご紹介いたします。 

【揚がれ！希望の凧】
今年も3.11を前に、東日本大震災の犠牲になられた方を悼み、被災者の方々との連帯のシンボルとして凧を揚げるプログラムが各地のクラブで計画されています。現在、支援対策本部で把握している予定は以下のとおりです。お近くの方はぜひ参加してください。また、追加の情報があればお知らせください。

	会場
	日時
	主催、協力クラブ

	札幌市・前田森林公園
	3月7日（土）11:00～12：00 
	札幌、札幌北

	鬼怒グリーンパーク
	3月7日（土）14:00～16：00 
	宇都宮、宇都宮東

	足利市・渡良瀬運動公園
	3月8日（日）14:00～16：00 
	足利

	大田原市・ふれあいの丘
	3月8日（土）14:00～15：30 
	那須

	高尾の森わくわくビレッジ
	3月1日（土）13:00～16：00 
	東京八王子

	玉川学園子ども広場
	3月7日（土）14：00～15：30
	東京まちだ、東京コスモス


【東山荘での東日本大震災関連プログラム】 
東山荘からの東日本大震災関連プログラムの案内です。どうぞご参加ください。なお、「『3月12日はじまりのごはん』パネル展」は3月7日、8日に東山荘で開催される「次期クラブ会長・部役員研修会」に参加の皆さまはご覧いただくことができます。
· 「3月12日はじまりのごはん」パネル展
「東日本大震災の後に、あなたはいつ、誰と、何を食べましたか？」そんな呼びかけに寄せられた写真をもとに、仙台で企画・製作されたこのパネル展には、見学者が自由に言葉を綴れる仕掛けがあります。

仙台の皆さんの思いに触れ、遠く離れた地域からあなたの思いを綴ってみませんか。その人なりの「はじまりのごはん」をふりかえる機会ともなるパネル展です。多くの方のご参加をお待ちしています。

開催期間：2月27日～3月28日 10：00～15：00

場所：東山荘本館2階ロビー（入場無料）
· 東山荘オープンハウス

東日本大震災により被害を受けられた方々、地域への継続的な支援のために、今年も「YMCA東山荘オープンハウス2015」を開催します。今回もミニコンサートや大道芸のパフォーマンス、静岡県東部で人気のパン屋さんの集まるパンマルシェの他、防災拠点としての東山荘を知っていただけるよう、地震体験車や防災ワークショップ等を企画しています。

楽しいこと、美味しいものを共に楽しみ、様々な人との出会いと体験の分かち合いの機会を持っていただくことを願いとしています。宿泊のご予約も承ります。どなたでもお気軽にご参加ください。

開催日時：3月22日（日）10：00～15：00
【在京ワイズ合同新年会から東日本大震災への献金】
1月10日に開催された在京ワイズ合同新年会に参加された皆さまの礼拝献金および会費残金の合計154,632円を東日本大震災支援募金に献金いただきました。ありがとうございました。

（各クラブ、部での支援活動の予定、実施報告をお寄せください。このコーナーでご紹介させていただきます。）


LTニュース
LT委員長　伊藤幾夫

次期クラブ会長・部役員研修会のご案内
1月5日、掲記研修会のご案内を、現クラブ会長（次期クラブ会長に案内いただく）、次期部長（次期部役員の方々にご案内いただく）の皆さまにお送りしました。研修会の日時、会場、プログラムの概要は下記のとおりです。

· 日時：2015年3月7日(土)～3月8日(日)　受付開始　3月7日(土)12：00～　開会　13:00

終了予定　3月8日(日)12:30閉会）

· 会場：日本YMCA同盟 国際青少年センター「東山荘」

· プログラム（概要）

＜１日目＞

13:00～開会式

13:30～研修Ⅰ　東日本区の現状、次期理事方針など

14:30～研修Ⅱ　基調講演「ワイズメンのリーダーシップに期待するもの」

元日本区理事　岡本尚男さん（京都キャピタル）

16:00～研修Ⅲ　次期事業主任方針

18:30～夕食懇談会

20:30～部長を囲んで、各部での懇親

＜2日目＞

6:00～早朝ウォーキング

8:00～聖日礼拝

8:50～研修Ⅳ　国際・アジアエリアの状況、部役員の役割など

10:00～分科会（次期クラブ会長グループ、部役員グループに分かれます）

11:40～研修Ⅴ　IT利用について

12:00～研修Ⅵ　ワイズクイズ解説など

12:15～閉会式

· 会費：10,000円（宿泊・夕食・懇親会・朝食代を含む）

· 出欠連絡:：2月7日(土)までに東日本区事務所に


クラブブリテンを東日本区ウェブサイトに
東日本区ニュース第6号（12月1日発行）でご案内しましたとおり、東日本区ウェブサイトに各クラブのブリテンを格納できるようになり、既に3クラブが利用されています。格納確認後、ワイズドットコムでブリテンの発行案内（リンクの連絡）を送ることで広くブリテンを読んでもらうことができます。格納するブリテンのサイズに制限はありません。これまで郵送のみでブリテンを送付されていたクラブも、現物をITアドバイザーにメール添付または郵送することで発送コスト、ロードの削減を図ることができます。どうぞご活用ください。


京都アジア地域大会の登録について
2015年7月31日(金)から8月2日（日）まで京都で開催される第26回アジア地域大会の登録受け付け中です。早期登録は3月31日（火）までです。お早目にどうぞ。



第20回東日本区大会ホストクラブ募集（再掲）

2015年の厚木での第18回東日本区大会（田中理事主宰）、2016年の長野での第19回東日本区大会（渡辺理事主宰）に続く、2017年の第20回東日本区大会（利根川理事主宰）のホストクラブを募集しています。クラブの活性化、EMCのために、あるいは、周年記念事業等として積極的に応募ください。複数クラブから立候補があった場合は、東日本区定款施行細則第8条第1項の定めに従って選定が行われます。立候補を希望されるクラブは用紙を東日本区事務所までご請求ください。応募の締め切りは3月15日です。


2月、3月の予定

2月7日（土）
東新部フレッシュワイズセミナー（東日本区LT委員会協賛）

2月8日（日）
八王子/台湾・高雄ユースコンサート（東京八王子クラブ）

2月15日（日）
後期区費、各種献金納期

2月27日（金）～3月1日（日）アジア地域年央会議（バンコク）

3月7日（土）、8日(日)
次期クラブ会長・部役員研修会（東山荘）

3月14日（土）
那須クラブ20周年記念例会（那須塩原・アジア学院）


どうぞよろしく　―新入会員のご紹介―
新入会員の皆さんのプロフィール、一言をご紹介いたします。
峯岸友彦さん（東京ベイサイド）

9月に行われたチャリティーランに出場した際にベイサイドクラブの方々に声を掛けて頂きました。その時の話で印象的だったのは『子供達に故郷を残したい・この街に文化を残したい』という言葉でした。私自身、歴史の浅い地域で育ったためその思いに大変共感し入会しました。今まさに成長しているこの街と子供達のために活動できることをとても嬉しく思います。この喜びを忘れないよう活動し続けたいです。宜しくお願い致します。　　　　　　　(12月24日入会)
藤原宏隆さん（東京ベイサイド）
■入会の動機：グローバル時代、全世界に通用する奉仕活動団体であることで、世界とのつながり、地域とのつながりが持て、自分の中でのCSR活動としてもこれからの自分に重要であると感じたから。

■お仕事の概要：東京マラソン・東京ガールズコレクション、お台場冒険王などBtoCのプロモーションから、BtoBの企業の周年事業、発表会、展示会など様々な人とのコミュニケーションを軸にしたプロモーション企業に所属
■趣味：読書・旅行・子供と遊ぶこと・筋トレ

■ワイズへの思い：次世代育成を目的とした未来の子供たちの遊び場を創造したい。　　　　　(12月24日入会)

木村光晴さん（東京）

埼玉県川越市出身のおうし座のA型、40才。都内の観光専門学校卒業後、旅行会社に勤務しその後西伊豆のホテルの東京営業所に勤務。営業マンとして16年間勤務後、平成26年1月より現在の会社にスカウトされ入社。前職と職種は全然違うため日々努力し、たくさんの方に貢献出来るよう奮闘中。また、現職の会社でもボランティア活動に力を入れており、今回前職からお世話になっている長澤山泰様の紹介でワイズメンズクラブの活動に共感し、入会する事になりました。家族、妻、長女（6才）、長男（2才）、4人家族。　　　　　　　　（1月13日入会）

竹本良一さん（東京世田谷）
このたび小川圭一様の紹介により入会いたしました竹本良一でございます。1955年生まれの年男ながら還暦前に尊いおはたらきに加えて頂けますことを光栄に思います。ワイズメンズどころかYMCAの活動すら関係することのなかった私ですが、昨年より下北沢すずらん会を通して諸先輩方との交わりの機会を得られ、僅か2回の例会参加だけですが、自然な形で入会に至りました。あいにく仕事柄、土日・祝祭日の活動には参加できませんが、その分平日の活動であれば積極的に参加させて頂きます。鎌田實氏（医師）の著書に『逆境の時こそ人間の真価は問われる、上り坂の人生を送るには「生きがい」や「目標」を持ち続け、「絆」を強くすることが必要』とありますが、未だ争いと悲惨が繰り返される時代にあって、奉仕という新たな「生きがい」「目標」そして「絆」を強くする使命を与えて頂きましたことを感謝いたします。何卒よろしくお願い申し上げます。　　　　　　　(1月16日入会)
澤内　隆さん（厚木）

このたび厚木ワイズメンズクラブに入会させて頂きました。レク活動の師である佐藤節子さんからの勧めでした。出身大学と職場がキリスト教主義の学校でしたので以前からワイズメンズクラブに関心がありました。学生時代からJRC活動やBS活動を通して奉仕活動に親しんできました。現在、小学生、大学生、社会人に「楽しい地理」を教える活動をしております。「楽しい地理」とは今まで学んだ知識が地球理解、地域理解に結びつき、社会に役立つことです。「楽しい地理」を通して、ワイズメンズクラブ活動のお手伝いが出来れば幸いです。宜しくお願い致します。                     (1月28日入会)


付録


東日本区ニュース


（理事通信）
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東日本区理事メッセージ                主題：　「誇りと喜びを持って」








2月はTOFの強調月間です。TOFの最も大きな特徴は単に献金を行うことだけではなく、各クラブが2月例会での食事を抜き、その金額相当を献金することにあります。食事を抜くことで、世界中で飢えや貧困に苦しむ人々を思い起こし、共感と愛を持つことがTOFの精神です。マザーテレサは「この世界は食べ物に対する飢餓よりも、愛や感謝に対する飢餓の方が大きいのです。」とも言っています。


私たちは幸いにして飢餓とは縁のない生活を送ることができています。そのことに感謝しつつ、2月例会を、私たちの愛の精神を実践する例会としていただければ幸いです。まもなく立春です。明るく豊かな春がやってきますように。                                    　　　　　　　　　　　　　（理事：田中博之)
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